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お ける 宗教 の 重要 性 





ムスリム の 皆様 。 宗教 (イス ラー ム ) は 、 理性 ある 
人 間 を 現世 お よび 来世 に お いて 幸せ に 導 こ うと す 
る 創造 主 か ら 下 され た シス テム で あり ます 。 宗教 は 
人 間 に 対 し て 、 人 間 の 地位 と 存在 の 意味 、 どこから 
来 て どこ に 行く の か 、 創造 の 目的 は 何 か を 説明 し ま 
す 。 宗教 は 、 創造 主 へ の 帰依 と 崇拝 、 他 の 創造 物 
と 好ま し い 関 係 の あり 方 を 教え ます 。 ここ で 述べ る 
款 教 は 言う まで も な く 普 
遍 的 な 教え を で ある イス ラ 
ー ム で あり ます 。 僅 大 な る 
アッ フー は クル アーン の 
アー リ ・ イ ムラ ー ン 章 第 19 
節 お よび 第 85 節 に お い 
て 次 の よう に 語ら れ ま す 。 
「 本 当 に アッ ラー の 御 許 
の 教え は 、 イ スラ ー ム ( 主 

の 意志 に 服従 、 帰依 する 
こと ) で ある 。 」 

「 イ スラ ー ム 以外 の 教 
え を 追求 する 者 は 、 決し 
て 受け 入れ られ な い 。 また 来世 に お いて は 、 こ れ ら 
の 者 は 失敗 者 の 類 で ある 。 」 

ムスリム の 皆様 。 宗教 は 、 人 々 に 協力 関係 を 促 
し 、 美徳 と 社会 正義 の 実現 を 可能 に する 最大 の 要 
因 で あり ます 。 宗教 稚 と アッ ラー を 長 れ る 気持 ち は 

々 に 自己 監視 を 定着 させ 、 悪 か ら 遠ざけ ます 。 
矢 行 に 向かわ せま す 。 偉大 な る アッ ラー は アス ル 
章 に お いて 次 の よう に 語り ます 。 「 時 間 に か け て ( 莉 
う ) 。 本 当 に 人 間 は 、 可 失 の 中 に いる 。 信仰 し て 善 
行 に 勤 し み 、 互いに 真理 を 勧め あい 、 また 忍耐 を 
勧め あう 者 た ちの 外 は 。 」 

ムスリム の 皆様 。 現在 の 世の中 に 、 いか な る 便 
利 さ も 、 技術 的 な 可能 性 も は か り 知 れ な い ほ ど 幅 
苗 で す が 、 こ れ ら だ け で 人 々 の 安寧 と 幸せ が 実現 
され た わけ で は あり ませ ん 。 スト レス の よう な 現代 病 
が その 証明 で あり ます 。 この 間 題 を 解消 し よう と 多 
大 の 努力 が な され 対策 が と られ て いま す が 期 待 さ 
れ た 効果 が 得 ら れん て いま せん 。 得 ら れる は ず も あり 
ませ ん 。 な ぜ な ら 、 治療 方 法 が 間違っ て いま す 。 今 
の 世の中 で 広まっ て し まっ た 薬物 の 使用 、 判断 力 
を 麻痺 さす せる アル コ ホ ー ル の 消費 、 家 族 内 で の 間 
題 の 多発 、 自 殺 、 争 いや 戦争 、 過激 テロ 、 性 的 迫 





害 、 不正 、 社会 に お ける 不 均衡 な ど は 、 人 々 が 宗 
教 観 か ら 遠 ざ か っ て し まい 、 ク ルアー ン の 聖なる メ 
ッ セ ー ジ に 耳 を 傾け な か っ た か ら で あ り ま す 。 イス ラ 
ー ム の 目的 は 、 科学 と 信仰 で 備え られ た 責任 感 の 
ある 個々 人 か ら な る 社会 の 形成 で あり ます 。 

ムスリム の 皆様 。 宗教 は 人 々 を 悪行 か ら 陰 し 、 ス 
トレ ス か ら 開 放し ます 。 宗教 は 怠け 者 で ある こと を 
禁じ 、 働く こと を 命じ ます 。 
偉大 な る アッ ラー は カサ ス 
草 第 77 節 に お いて 次 の よ 

うに 語り ます 。 「 アッ ラー が 
あな た に 与え られ た も の で 、 
来世 の 住ま い を 請 い 求め 、 
この 世に お ける あな た の 
( 務 む べき ) 部 分 を 忘れ て 
は な り ま せん 。 そし て デッラ 
ー が あな た に 善い も の を 与 
えら れ て いる よう に 、 あ な た 
も 善行 を な し 、 地上 に お い 
て 悪事 に 励 ( は ) ん で は な り 
ませ ん 。 本 当 に アッ ラー は 悪事 を 行う 者 を 御 好 み 
に な り ま せん 。 」 

款 教 は 、 恨 み を 持つ こと 、 始 (し っ と ) す る こと 、 
敵視 する こと な ど を 許し ませ ん 。 区 に 対し て も 薇 し と 
正義 を も っ て 接する こと を 勧め ます 。 酒 、 ギャ ンプ 
ル や 委 通 を 禁じ ます 。 家庭 内 平和 、 社会 の 福祉 を 
目指 し ます 。 自殺 を 大 きい 罪 と 位置 づけ 、 お そっ て 
くる 被害 に 対し て 准 静 さと 我慢 を 勧め ます 。 

宗教 は 、 一 人 ぼっ ちと な っ て し まっ た と き で も 、 
どう し よう も で き な い と き で も 唯一 な る 頼り と し て 偉大 
な る アッ ラー の 存在 を 思い 出さ せま す 。 僅 大 な る ア 

ッ ラ ー は 、 ア ッ ラ ー を 信じ 、 頼る と ころ と する 人 々 に 
次 の よう に 語っ て いま す 。 

「 こ れ ら の 信仰 し た 者 た ち は 、 アッ ラー を 唱 念 し 、 
心 の 安らぎ を 得る 。 アッ ラー を 唱 念 する こと に より 、 
心 の 安らぎ が 得 ら れ な い は ず が な い の で ある 。 」 ( ラ 
アド 章 第 28 節 ) 

「 見 な さい 。 アッ ラー の 友 に は 本 当 に 恐れ も な く 、 
愛 い も な いで あろ う 。 か れ ら は 信仰 し 、 (アッ ラー) 
詞 れ て いた 者 た ち 。 」 (ユー ヌス 章 第 62 一 63 節 ) 
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